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枚方市立西長尾小学校    令和５年 ４月号 

 

「自分の物語」の新しい章が始まりました。 

  ご入学・ご進級、大変におめでとうございます。 

  保護者の皆様におかれましては、この春休みの期間を、 

お子さまの新しい出発のために様々にご指導・ご準備いた 

だきまして大変にありがとうございます。 

今年度も丁寧な連携・寄り添いを意識しながら、教職員一同、 

心を合わせて力を尽くしていきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

      ＜下の文は児童のみなさんへ書いたものです＞ 

 

＜信
しん

じることと相手
あ い て

を尊敬
そんけい

すること＞ 

人間
にんげん

は、人
ひと

と人との間
あいだ

で（社会
しゃかい

の中
なか

で）、人として成長
せいちょう

していきます。 

その中で、一人
ひ と り

一人が自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きていこうとします。一人一人がそれぞれの幸福
こ うふく

を求
もと

めて生きてゆきます。一人一人の姿
すがた

や性格
せいかく

が違うように、一人一人にとっての幸
しあわ

せはそれ

ぞれ違
ちが

います。そのため、意見
い け ん

が同
おな

じでまとまることがあるかと思
おも

えば、ぶつかり合
あ

うこともあ

ります。また、様々
さまざま

な意見や考
かんが

えが混
ま

じり合って混乱
こんらん

することもあります。 

 

多
おお

くの人が幸福に生きていくために、この世
よ

の中には、 

そうした混乱を調整
ちょうせい

するためのルールが、人の力
ちから

で作
つく

られ 

てきました。私たちは、こうして作られた共通
きょうつう

のルールのもと 

で生活
せいかつ

しています。 

ルールの代表的
だいひょうてき

なものが、「時間
じ か ん

」です。たとえば、みんな 

で協力
きょうりょく

して何
なに

かをしようとするときに、時間を決
き

めて集
あつ

まる 

ことがあります。みんなが時間を理解
り か い

してその流
なが

れをつかんで 

いるから、まとまることができたり、これから先
さき

の予定
よ て い

まで約束
やくそく

 

できたりするわけです。交通
こうつう

ルールもみんなが守
まも

っているから青
あお

信号
しんごう

で横断
おうだん

歩道
ほ ど う

を渡
わた

ること

ができるのです。 

 

このように、様々
さまざま

なルールは、一人一人の生活
せいかつ

を支
ささ

えるためにあります。 

では、ルールが成
な

り立
た

つのは、なぜでしょうか？ 少
すこ

し考
かんが

えてみてください。それは、お互
たが

いに「ルールを守り合う」ということを「信
しん

じあっている」からです。 

青信号で安心
あんしん

して横断歩道を渡ることができるのは、 

そのとき、赤
あか

信号で止
と

まっている車
くるま

も、青信号で横断歩道を 

渡る歩
ほ

行者
こ うしゃ

も、お互いにルールを守ることを「信じあっている」 

からです。 

このように、世の中は、お互いに信じあっていることから 

成り立っています。相手
あ い て

を信じて頼
たよ

ることを「信頼
しんらい

」といいます。 

みなさんがお互
たが

いに信じて頼
たよ

りあえるような一人一人に 

成長してもらいたいです。 

 

信じあうために必要
ひつよう

なことは、お互いにまず、相手のことを知
し

ることです。そのときに、いっ

たん相手のことを、自分
じ ぶ ん

のことのように大切
たいせつ

に考
かんが

えるのです。 

すると、少しずつ「君
きみ

の考えは、私
わたし

の考えとはちがうけど、わかるよ」 

という、他
ほか

の人の事情
じ じ ょ う

や考えを理解
り か い

する広
ひろ

い心
こころ

が持
も

てるように 

なっていきます。「あなたの意見に賛成
さんせい

ではないけど、わかるよ」 

といえる心には、思
おも

いやりが込
こ

められています。 

お互いがこのような姿勢
し せ い

で対話
た い わ

すると、二人
ふ た り

の間での 

「折
お

り合
あ

い」のつけ方
かた

を考えるようになります。限られた時間の中で 

違
ちが

う考え同士
ど う し

をすり合わせて、ちょうどいい結論
けつろん

を出
だ

せるようになり 

ます。こうした行動
こ うどう

を重
かさ

ねる中で、豊
ゆた

かな人間性
せい

は磨
みが

かれていくと確信
かくしん

しています。 

さて、学校
がっこう

は、みなさん一人一人が幸せに生きていくために必要な力をつけていくところ

です。先ほど述
の

べた「信じあうこと」「相手を尊敬しあうこと」を努力
ど り ょ く

していきましょう。その

日々
ひ び

の積
つ

み重
かさ

ねによって、これからの時代
じ だ い

に特
と く

に必要とされる力である「折
お

り合
あ

いをつける

力」 ―― 「対話力
たいわりょく

」は磨
みが

かれていきます。 

 楽
たの

しい毎日
まいにち

を作るために、みなさん一緒
いっしょ

にがんばりましょう。 

＜西長尾小学校のめざす児童像＞ 

１．心豊かな子ども（自他を大切に 

する、思いやりのある子ども） 

２．深く考える子ども（自ら学び、

考えて行動できる子ども） 

３．健康な子ども 

 

（写真は入学式準備の 6年生） 

 

 

 

 

 

（ 陰徳あれば陽報あり ） 



☆日々の学校の様子は「枚方市立西長尾小学校ブログ」をごらんください。 

右の QR コードでアクセスできます。⇒ 

 

4 月６日 第 40 回 入学式 
6 年生の歓迎の言葉は、「1 年生になったら」を

みんなで歌って、小学校生活の楽しさを伝えてい

ました。 

4 番から 7 番は、かえ歌にして、学校生活のよう

すを具体的に紹介してくれました。 

 

 一年生になったら  

 たのしくべんきょうできるかな 

 こくご に さんすう たいいく 

 ひとりでなんでも できる 

 いきいき わくわく すっくすく 

 きょうから みんなも いちねんせい 

 

     

 

【学校の様子】 2023-04-06 20:14 up! 

 

4 月６日 第 40 回 入学式２ 
新しい体験ばかりの入学式 

たくさんの新しいお友だちとの出会いの日です。 

担任の先生の紹介の時には、6 年生の人たちも、

担任の先生の名前を元気に呼んでくれました。 

1 年生のみなさんの大きな声に、前向きな力を感

じました。 

入学式会場を出た 1 年生は、教室で黄色い帽子

をもらったり、記念撮影をしたり、担任の先生や

学校の名前の確認などをしていました。 

 

 
【学校の様子】 2023-04-06 20:27 up! 

☆ 入学式のようす 


